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★次回読書会は
12月12日（火）13時半から

・12月の第４週の読書会はお休み
いたします

・12／28は映画会はありません
・12／23.24は閉まっていることが
あります

・1／1の新年祝祷会は除夜の鐘と
ともにおこないます

琉游舎で一休み師走の
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12/14
13時半 学校Ⅱ（122分）

山田洋次監督,西田敏行主演。「学校」シリーズの第2作。北海道の養護学校を舞台に

木 新人教師や熱いハートを持った教師と障害を持った生徒たちの成長を見つめていく映画。

12/21
13時半 欲望という名の電車（122分）

ヴィヴィアン・リー主演。テネシーウイリアムズの名作戯曲の映画化。欲望という名の電車に

木 乗ったその女はどこへ行くのか。アカデミー賞をはじめ多くの主演女優賞を受賞。

★次回詩話会は
12月９日（土）13時半から

師走に入るともう一気に年末そして新年ですね。コリーナは本格的な冬です。忘年会、
クリスマス、年賀状を書いて大掃除におせち作り、そして大晦日から新年。今年も年中

行事がたっぷりの慌ただしくもこころが浮き立つ年の瀬がやって来ます。
師走のひと時を琉游舎で過ごしてみませんか。先日児童書を段ボール1箱分寄付頂きまし
た。ジャンルを問わないミニ図書館もいつの間にか書棚がほぼ埋まってきています。
室内は常に18度、湿度も50％に保っている過ごしやすい環境です。昼はお茶を飲みなが
ら、夕方からはお酒を飲みながらゆっくり来し方行く末を語り合うのも悪くないかなと
思います。また大晦日の深夜、正しくは元旦の零時より新年祝祷会を行います。コリー
ナの一番近くて早い初詣？はいかがでしょう？
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「無記」という言葉があります。仏教用語で「お釈迦様が哲学的な問いに対しては是か非かの答えを
出さないこと」を言います。形而上学的な問いについて判断を示さず沈黙を守ることで、無用な論争の
弊害をのがれ、苦しみを滅して彼岸に辿り着くための実践方法（行い）を見失わないために、ととられ
た立場です。言葉で表せない事柄だから無記ではなく、言葉で表すことに意味がなくかえって害となる
から無記なのです。
原始佛典の中に「世界は永遠か否か、有限か否か、生命と身体は同一か否か、如来は死後存在するか

否か」という質問について、お釈迦様は何も語らなかった（無記）と記されています。質問者が「答え
られないのであればわたくしはあなたについて修行を続けることができません」と言うと、お釈迦様は
「毒矢に射られ苦しむ人を前にして、医者が患者の身分、階級、弓の種類、矢の種類などについて答え
を得られない間は治療しないとしたら、その人は死んでしまうだろう。 世界が永遠であろうと、有限
であろうと、生命と身体が同一であろうとなかろうと、死後存在しようとしまいと、人は生老病死から
は逃れられず、悲しみ・嘆き・苦しみ・憂い、悩むのです。」そして「私は現実の生活の中で生きる苦
しみ（毒矢）から逃れるための実践方法（毒矢の手当て）についてだけ説くのです」と語ります。とて
も率直で、現実的な態度ですね。
それから2000年以上の間、人類は何と無駄なおしゃべりを続けてきたのでしょうか？分からないこと

は分からない、役に立たないことは役に立たないと語る智慧を、私たちは2000年以上前の過去に置き去
りにしてきて、分からないことをさも分かったように、役に立たないことをさも役に立つかのように
語ってきてしまったようです。お釈迦様の教えは「苦しみを滅して彼岸に辿り着くための実践（修行）
方法」だけです。この目的を見失うまいとするのが「無記」の立場であり、お釈迦様は自らが生きた時
代の現実の中で、毒矢の手当て方法を処方されたのです。心の病（苦）を癒す処方箋を当時の社会環境
に合わせて衆生に与えてくださったお医者様です。
「行い」の邪魔になるものは無記であるとの教えはまさしく「はじめに行いありき」の教えそのもの

です。毒矢に刺さった理由や属性をどんなに明らかにしようとしても、答えが出る前に死んでしまって
は元も子もありません。唯一無二の目的は毒矢を抜いてその苦しみを和らげ、死なないようにすること
であり、目的以外の行為は無駄であるばかりか、本来の目的を妨害するものです。答えがすべて与えら
れてからでないと「行い」に踏み込めないとしたら、その人はいつまでたっても無駄話と妨害を自らに
し続けることになるでしょう。だから黙ることです。「無記」と。そして「行い」に踏み出すべきです。
「行い」をし続けることでしか安らぎのところに辿り着く方法はないというお釈迦様の教えを信じるこ
とです。
とは言ってみたものの、私たちは具体的には何を「信」じて、何を「行」えばよいのでしょうか？

私は2000年以上も無駄話に明け暮れた末に今語られている「仏のおしえ」と言われるものを、そのまま
素直に信じることはできません。この長い年月の中では、途中立ち止まってお釈迦様の言葉（法）を直
接聞こうと必死の「行い」をした祖師の方々、たとえば日蓮聖人や親鸞聖人や道元禅師を知っています。
そこではその社会のなかでやすらぎのところにたどり着くための切実・必死の「行い」が実践されてい
ました。「題目」を唱え「念仏」を唱え「只管打坐」に打ち込むことです。ところが彼らが亡くなり、
信者が増え教団ができるとまた無駄話が始まってしまいました。
社会の中で生きている限り「行い」はその社会環境の中でしか「行い」得ないものです。変らないの

は「行い」の目的だけです。私は今この時代に自分に最適で可能なそして心地よい「行い」を実践して
いきたいと思っています。その「行い」がなんであるかの答えは人それぞれですし、これを「行い」す
れば必ず速やかに「やすらぎのところ」に辿り着けるなどという保証ももとよりありません。「行い」
は自分にふさわしい方法を自ら選びとるべきで、人から指示されるものでも、与えられるものでもない
でしょう。私は「行い」を続けることそのものが「やすらぎのところ」であり、その永続こそが「やす
らぎ」であると信じています。ですから「何を信じ、何を行えばよいでしょうか？」と人から問われ、
また自問したとしても「無記」としか答えられないでしょう。
今回は最後に「無記」という言葉で締めくくったため、

煙に巻かれたような印象を持たれるかもしれません。
「分かったことは分かったままに」「分からないことは
分からないままに」書き続けられればと思っています。
それではまた次号でお会いしましょう。（出琉）
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